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新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
平

成
37
年
に
か
け
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や

高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加
し
ま

す
。
高
齢
化
の
進
行
も
予
測
さ
れ
、
ま

す
ま
す
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
人
が
増
え
ま
す
。
介
護
人
材
が
不

足
す
る
現
状
で
、
介
護
を
必
要
と
す
る

人
が
増
え
続
け
る
と
、
介
護
保
険
や
行

政
だ
け
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な

く
な
り
ま
す
。　

　

新
制
度
で
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る

度
合
い
が
軽
度
の
人
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
地
域
の
助
け
合
い
な
ど
で
生
活

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
自
身

も
能
力
を
生
か
し
、
で
き
る
限
り
要
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
地

域
内
で
自
分
の
「
役
割｣

や
「
生
き
が
い
」

を
も
っ
て
、
社
会
と
交
流
し
、
い
き
い

き
と
活
躍
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
、
社
会

全
体
で
支
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

　
　
　
　
４
月
か
ら
新
た
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す

問 

介
護
保
険
課
（
春
日
庁
舎
内
）
☎
７
４
‐
０
３
６
８

　

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
続
け
る
い
ま
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
以
外
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
で
互
い
に
支
え
合
う

仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　

新
た
な
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
は
、

一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
続
け
る
た
め
に

の
仕
組
と
し
て
、
介
護
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
（
以
下
、
新
し
い
総
合
事
業
）」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
（
新
し
い
総
合
事
業
）
と
は

　

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
制
度
の
「
要
支

援
１
・
２
」
に
認
定
さ
れ
た
人
を
対
象
と

し
て
い
た
「
訪
問
介
護
」
と
「
通
所
介
護
」

を
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
と
名
称
を
変
え
て
、
新
し
い
総

合
事
業
に
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
以
外
の

民
間
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。
ま

た
、
65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
を
対
象

と
す
る
「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
を
新

た
に
設
け
ま
す
。

　

新
し
い
総
合
事
業
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

選
択
幅
が
広
が
り
、
対
象
者
一
人
ひ
と

り
の
状
況
に
応
じ
た
自
立
支
援
型
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
高
齢
者
の
生

活
を
支
え
、
健
康
づ
く
り
の
手
助
け
を

提
案
し
て
い
き
ま
す
。

65 歳以上

■サービス利用までの流れ

※訪問型サービスや通所型サービスのみを利用する場合は、要介護認定を受けなくても基本
チェックリストに答えることで利用の決定ができ、サービス利用の手続きが簡単になります。
※生きがいデイサービスは、４月以降も一般介護予防事業として実施しますが、新規の受付
はおこないません。ご了承ください。

センター名 所在地 電話番号 担当地域

高齢者あんしんセンター 春日町黒井 811( 介護保険課内 ) 74-0368 春日・市島

西部地域包括支援センター 氷上町絹山 513（大塚病院内） 82-7529 青垣・氷上

南部地域包括支援センター
※４月１日開設

山南町野坂 176
（山南福祉センター内）

78-9123 柏原・山南

31

■地域包括支援センター

※柏原・山南地域の方は、３月 31 日までは高齢者あんしんセンターへお問い合わせください。

要介護・要支援認定を受ける

地域を担当する、地域包括支援センター・在宅介護支援センター・介護保険課・各支所に相談する

介護保険の介護予防サービ
スが利用できる
※介護保険のサービスと介
護予防・日常生活支援総合
事業の両方を利用できる。

一般介護予防事業が利用で
きる

・いきいき百歳体操
・介護予防
　出前健康講座

介護予防・生活支援サービス
事業が利用できる

・訪問型サービス
・通所型サービス

基本チェックリスト（25 項目の質問）に答えて確認

要介護
１～５

要支援
１・２

生活機能低下が見られる
（事業対象者）

自立した生活を送る
ことができる人

非該当
（自立）

介護 保険の 介
護サ ービス が
利用できる

地域包括支援センターまたはケアマネジャーによる介護
予防ケアマネジメント実施
本人や家族と話し合い、ケアプランを作成

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
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介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
は
、
要
支
援
１
・
２
に
認
定
さ
れ
た

人
や
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
人

な
ど
を
対
象
に
「
訪
問
型
」「
通
所
型
」

の
２
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
利

用
者
の
心
身
状
態
や
希
望
を
聞
き
、本
人
・

家
族
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
相
談
し
て
決

め
ま
す
。

■
対
象
／
①
要
介
護
認
定
の
う
ち
要
支

援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
た
人
②
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト(

25
項
目
の
質
問)

で
生

活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
人

◆
訪
問
型

①
予
防
給
付
相
当
サ
ー
ビ
ス

■
内
容
／
従
来
の
介
護
予
防
訪
問
介
護

と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
。
掃
除
・
洗
濯
・

買
い
物
な
ど
の
生
活
援
助
と
入
浴
介
助

な
ど
の
身
体
介
護
。

■
提
供
主
体
／
指
定
事
業
所

■
費
用
／
料
金
の
1
割
ま
た
は
2
割

②
市
独
自
基
準
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

■
内
容
／
市
が
設
定
し
た
基
準
で
行
う

サ
ー
ビ
ス
。
掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
な

ど
生
活
援
助
。
※
身
体
介
護
な
し

■
提
供
主
体
／
指
定
事
業
所

■
費
用
／
料
金
の
1
割
ま
た
は
2
割

■新旧介護保険制度の提供サービス内容

介護給付 介護給付

要介護認定１～５を受けた人に
提供される介護サービス

要介護認定１～５を受けた人に
提供される介護サービス

介護予防給付介護予防給付

訪問介護・通所介護

要支援認定１・２を受けた人
に提供される介護サービス

※要支援の人に対する介護予防給付のうち、訪問介護（ホームヘルプサービス）、通所介護（デ
イサービス）を新しい総合事業に移行します。

訪問看護・福祉用具貸与・訪問リ
ハビリテーションなど

介護予防・日常生活支援総合事業

一般介護予防事業

介護予防・生活支援サービス事業

訪問型
サービス

通所型
サービス

介護予防事業

旧　現在の介護保険制度新　４月１日から

新 

変更なし

変更なし

生
活
を
支
え
る
「
く
ら
し
応
援
隊
」

　

く
ら
し
応
援
隊
は
住
民
主
体
の
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
で
、
要
支
援
１
・
２
の
認
定

を
受
け
た
人
や
生
活
機
能
に
低
下
が
み

ら
れ
る
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る

有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
家
事
の

手
伝
い
や
外
出
時
の
支
援
な
ど
、
高
齢

者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
者
本
人
も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
、

支
え
る
側
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
、
登
録
者
は
50
人
で
、
養

成
講
座
を
開
催
し
、
随
時
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
支
援
内
容

①
一
般
的
な
調
理
・
配
膳
・
後
片
づ
け

②
日
常
的
に
使
用
す
る
屋
内
の
清
掃
・

ゴ
ミ
出
し
準
備
・
後
片
づ
け

③
洗
濯
・
洗
濯
物
の
乾
燥
・
取
り
入
れ
・

収
納
、
ア
イ
ロ
ン
が
け
・
シ
ー
ツ
・
布

団
カ
バ
ー
の
交
換
な
ど

④
衣
替
え
な
ど
の
衣
服
の
整
理
・
ボ
タ

ン
付
け
や
破
れ
の
補
修

⑤
買
い
物
の
代
行
※
嗜
好
品
を
除
く

⑥
薬
の
受
け
取
り

⑦
外
出
や
通
院
時
の
付
き
添
い
※
身
体

介
護
を
除
く

⑧
郵
便
物
の
確
認

■
依
頼
先
／
丹
波
市
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

社
会
福
祉
協
議
会)

東
部
☎
７
４
‐
０
２
９
４

西
部
☎
８
０
‐
２
９
３
０

南
部
☎
７
２
‐
2
９
３
０

い
き
い
き
百
歳
体
操
と
は

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
高
知
市
が

高
齢
者
の
介
護
予
防
を
目
的
に
開
発
し

た
、
筋
力
体
操
を
主
と
し
た
体
操
で
す
。

市
で
は
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

予
防
す
る
た
め
に
一
般
予
防
介
護
事
業

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、

い
き
い
き
百
歳
体
操
を
取
り
入
れ
た
住

民
主
体
の
交
流
の
場
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
市
内
47
カ
所
で
週
１
回
、

い
き
い
き
百
歳
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
の
支

援
を
受
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー

タ
ー
34
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
杖
な
し
で
も
歩
け

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
皆
に
会
え
る
の
が

楽
し
み
で
、
１
週
間
が
待
ち
遠
し
い
」

と
の
声
が
あ
り
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
交
流

の
機
会
増
加
に
よ
り
、
介
護
予
防
・
社

会
参
加
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
で
も
い
き

い
き
百
歳
体
操
が
始
ま
り
、
要
支
援
１
・

２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
も
参
加
で
き

ま
す
。
専
門
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

だ
け
で
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
よ
り
自
立

し
た
生
活
を
目
標
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

地域支援事業

地域支援事業

③
く
ら
し
応
援
隊

■
内
容
／
掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
な
ど

生
活
援
助
。
※
身
体
介
護
な
し

■
提
供
主
体
／
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー(

社
会
福
祉
協
議
会)

■
費
用
／
１
時
間
あ
た
り
６
０
０
円

◆
通
所
型

①
予
防
給
付
相
当
サ
ー
ビ
ス

■
内
容
／
従
来
の
介
護
予
防
通
所
介
護

と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
。

■
提
供
主
体
／
指
定
事
業
所

■
費
用
／
料
金
の
1
割
ま
た
は
2
割

②
市
独
自
基
準
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

■
内
容
／
市
が
設
定
し
た
基
準
で
行
う

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
。
い
き
い
き
百
歳

体
操
、
交
流
・
趣
味
活
動
な
ど
を
行
う
。

■
提
供
主
体
／
指
定
事
業
所

■
費
用
／
料
金
の
1
割
ま
た
は
2
割

③
元
気
ア
ッ
プ
広
場

■
内
容
／
社
会
福
祉
法
人
の
施
設
を
開

放
し
た
住
民
主
体
の
通
い
の
場
。
い
き

い
き
百
歳
体
操
、
交
流
・
趣
味
活
動
な

ど
を
行
う
。
介
護
を
必
要
と
し
な
い
高

齢
者
も
利
用
で
き
る
。

■
提
供
主
体
／
社
会
福
祉
法
人
な
ど

■
費
用
／
実
費
負
担

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

　

介
護
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
れ
も
が
平
等
に
歳
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
へ
の

参
加
を
は
じ
め
、
介
護
を
必
要
と
し
な

い
身
体
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
や
生
活
支
援
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
地
域
で
互
い
に
支
え
あ

う
仕
組
が
必
要
で
す
。
生
活
支
援
の
体

制
を
つ
く
る
た
め
に
社
会
福
祉
協
議
会

に
地
域
支
え
あ
い
推
進
員
を
３
人
配
置

し
、
市
と
協
力
し
て
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
制
度
や
仕
組
を
生
か
し
、
市

民
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
市
民
全

員
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

訪問看護・福祉用具貸与・訪問
リハビリテーションなど

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス



政フラッシュ市表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.hyogo.jp/）にも情報を掲載しています。H P

7　　 ２017.2 たんば 2017.2 たんば　　　6

■とき / ３月 18 日（土）、19 日（日）、20 日（月祝）、
25 日（土）、26 日（日 )　午前９時～午後９時
■ところ / ライフピアいちじま大ホール　
■対象 / 市内および近隣地域のピアノ愛好家（ツ
ェルニー 30 番程度以上が弾ける中・上級者 )
■定員 / 時間枠申込制
■料金 / １時間 1,000 円※当日窓口支払い
■申込方法 / ライフピアいちじままで申し込み
※申込書 FAX 可。午後５時以降のピアノ使用
希望は、希望日前日までにお申し込みください。

第 50 回　
スタインウェイピアノ試奏会

H P

　平成 28 年４月から 29 年３月までに指定特産
物の種子や市内で生産された堆肥を散布した場
合は、種子等購入費用および堆肥の散布費用の
一部が助成されます。
　補助金交付申請書を必ず３月 31 日（金）まで
にご提出ください。

◆共通項目
■必要書類 / ①補助金交付申請書②領収書の写し
※種子 : 申請書に購入先事業所の証明がある場合
は不要。土づくり : 市島ユーキを利用された場合
は不要。③補助金請求書
※申請様式は、農業振興課、各支所または丹波
ひかみ農協営農経済センターに設置。

◆土づくり対策事業補助金
■対象者 / 肥料販売業務開始届済みの業者から市
内で生産された堆肥を購入し、散布した農家
■堆肥の購入量と補助額

◆特産物種子等購入補助金
■対象者 / 下記の種子を購入し、市内で栽培する農
家※年度内に支払われた種子の代金のみが対象。

■対象作物の種子購入量と補助率

問農業振興課（春日庁舎内）☎ 88‐5028

補助金申請は３月 31 日 ( 金 ) まで
特産物種子等購入助成・土づくり対策事業

H P

指定作物名 種子量の
下限 補助率 指定作物

名
種子量の

下限 補助率

黒大豆
（枝豆含む） １㎏ 1/4 栗 ５本

1/2
上限：１本
当たり 500

円以内

小豆 1.5kg 1/2 山の芋 50 ㎏ 1/3

スイート
コーン 2,000 粒 1/4 ブルー

ベリー 15 本 1/3

小麦 ー 1/4 若松 ５ℓ １ℓ当たり
2,000 円

※種子などの個人売買は助成の対象となりません。
※小麦は集落営農組織が対象です。

販売単位 補助金額

機械散布１台（1.5 ｔあたり） 1,000 円

■そのほか / 災害復旧事業により復旧した農地に、
市島ユーキ堆肥を使用した場合は、取扱いが異な
りますのでご連絡ください。

■そのほか
・期間中は調律を行いません。
・集客を目的とした占有使用はできません。
・隣接の音楽スタジオが利用中の場合は、音がホ
ールに響くことがあります。　　

ごみの出し方を見直す
正しく分別・排出してごみを減らそう！

　市内のごみ焼却量は、近年増加傾向にありま
す。正しく分別し、資源ごみとして出せるも
のを燃やすごみとして出さないようにしましょ
う。ごみの減量につながり、ごみ袋代も減って、
経済的です。限られた資源を大切に、有効に活
用しましょう。
　

◆紙ごみを資源ごみに出そう
　チラシやコピー用紙、紙製容器包装や包装紙
など、日常の中には紙で出来たものがたくさん
あります。紙ごみは「雑誌・雑がみ」と「燃や
すごみ」に分別して出すとごみが減ります。「雑
誌・雑がみ」は段ボールなどにリサイクルする
ことが出来ます。

■出せるもの / 雑誌、紙マークのついた紙やコ
ピー用紙、包装紙、新聞折込チラシ、書籍など
※紙製容器包装…ティッシュペーパーの箱やお
菓子の箱など紙でできた容器や包装。「紙マー
ク」が目印です。

■出せないもの / カーボン紙（宅配の伝票など）、
感熱紙（レシートなど）、圧着はがき、写真、防
水加工された容器（紙コップ・カップ麺の容器
など）や異物が付いているもの（窓付き封筒など）
※すべて燃やすごみ。

◆拠点収集について
　ごみは、品目によって出す場所が違います。
出す場所は「ごみステーション」と「拠点」の
２つです。間違いのないように出してください。
地域によっては「拠点」回収の取り組みをして
いない場合もあります。地域の集団回収などの
ときに出してください。　

■拠点に出す品目 / 新聞、雑誌・雑がみ、段ボー
ル、古着類、リターナブルびん ( ビールびん、酒
一升びん )、粗大ごみ

問　環境整備課（丹波市クリーンセンター）
☎ 78‐9999　　

H P

　ハローワーク柏原と市が共同で運営し、職業紹
介や相談を行う「丹 ( まごころ ) ワークサポート
たんば」の説明会を開催します。
　丹 ( まごころ ) ワークサポートたんばの取り組
みを紹介。面接会や相談コーナー、ミニセミナー
など、実際に行っている事業を体験できます。気
軽にご参加ください。

■とき / ３月 13 日　( 月 )　午後１時～４時
■ところ / 春日住民センター　大会議室
■内容 / ①市内企業による面接会②仕事と心の相談

気軽に求職体験！
「丹 ( まごころ ) ワークサポートたんば」体験フェア

H P

コーナー③「丹 ( まごころ ) ワークサポートたんば」
の説明会④応募書類などに関するミニセミナー⑤
心理テスト・カードワークコーナーなど

　丹ワークサポートたんば（春日庁舎内）
☎ 74‐3660
問　　文化・スポーツ課（ライフピアいちじま内）

☎ 85‐3030　FAX 85‐2665
問予
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期限内に処分しましょう
ＰＣＢ使用製品とＰＣＢ廃棄物の取り扱い

　３月から４月は、引っ越しに関係する手続きが
集中します。必要な書類をそろえ、時間に余裕を
もってお越しください。代理人が手続きをする際
は、委任状などが必要な場合があります。

◆転入 / 引っ越してきた日から 14 日以内に手続
きをしてください。
■必要な物 / 転出証明書、本人確認書類、印鑑、
マイナンバーの記載された通知カード
※マイナンバーカード、住民基本台帳カードを取
得している方は、住所更新の手続きがありますの
で、必ず持参ください。

◆転出 / 引っ越し日が決まったら、引越し当日ま
でに手続きをしてください。
■必要な物 / 本人確認書類、印鑑

転入・転出届は
期限内に手続きを！

　広報「たんば」 平成 28 年９月号 (143 号 ) が第
64 回兵庫県広報コンクールで「広報まちづくり
賞」を受賞しました。( 公財 ) 兵庫県市町村振興
協会が主催する賞で、17 団体から選ばれました。
また、７月号の表紙写真が一枚写真の部で「努
力賞」を受賞しました。
　今回の受賞は、取材に協力いただいた方々と、
広報たんばの発行にご理解くださる市民のみな
さんのおかげです。これからも多くの方々に読
んでいただける広報紙の制作に努めます。

広報「たんば」９月号・７月号
広報コンクールで受賞

問市民環境課（氷上庁舎内）☎ 82‐2002　　問総合政策課（氷上庁舎内）☎ 82‐0916　　　

　ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）使用製品および、
ＰＣＢ廃棄物は、高濃度ＰＣＢ・低濃度ＰＣＢ
ともに特別措置法により、期限内に適切に廃棄
することが義務付けられています。

■ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）/ 主に油状の
物質で、化学的に安定した性質から電気機器用
の絶縁油など様々な用途に利用されてきました。
一方で、毒性が極めて強く、慢性的な摂取によ
り、体内に蓄積し、様々な症状を引き起こします。
現在は、製造・輸入ともに禁止されています。

■ＰＣＢの主な用途 / ビル・病院などの変圧器に
使われる絶縁油、工業用の加熱・冷却用の熱媒体、
潤滑油、絶縁・難燃用の可

か そ

塑剤、塗料・インキ
など

■ＰＣＢ廃棄物の分類／低濃度ＰＣＢ廃棄物と
濃度が 0.5% を超える高濃度ＰＣＢ廃棄物

●高濃度ＰＣＢ廃棄物
処理場：中間貯蔵・環境安全事業
処分期限：平成 33 年３月 31 日
高濃度ＰＣＢ廃棄物と思われる代表的な電気機器
例：高圧変圧器、高圧コンデンサー、業務用・施
設用蛍光灯器具の安定器など

●低濃度ＰＣＢ廃棄物
処理場：無害化処理認定施設・都道府県
処分期限：平成 39 年３月 31 日

PCB 特別措置法についての問い合わせ窓口
兵庫県農政環境部環境管理局環境整備課
☎ 078-362-3281

問　環境整備課（丹波市クリーンセンター）
☎ 78‐9999　　

H P

H PH P

H P「鉄道のお得で便利な乗り方」 講座 Vol.11

【割引乗車券を上手く使おう ! その２】編

　みなさんはＪＲを利用して８人以上の団体で
旅行すると乗車券が割引されるのをご存じです
か。一定の条件を満たせば、市の福知山線利用
増進事業補助金も併せて利用できてお得です。

◆ＪＲの団体割引
■対象 / ８人以上で同じ行程を一緒に旅行する
団体
①普通団体：一般の方
②学生団体：ＪＲ指定学校の学生・生徒・児童・
園児 8 人以上をその学校の教職員が引率の場合
■割引率
①普通団体：乗車時期により 10％か 15％引
②学生団体：中学生以上 50％引
小学生以下・教職員・付添人（小学校低学年な
どの団体）：30％引

■申込み期間 / 出発日の 14 日前まで
※団体専用列車は２カ月前まで
■受付窓口 / ＪＲ各駅と主な旅行会社など
■そのほか / 割引乗車券には、学生割引や身体障
がい者割引・知的障がい者割引などもあります。
詳しくは駅にお問合せください。

◆福知山線利用増進事業補助金
■対象 / ＪＲ福知山線を利用して３人以上で旅行
する個人・団体・グループ
※そのほか要件あり。別途申請が必要。
■補助額 / 大人 1 人 1,000 円、子ども 1 人 500 円
まで※片道の乗車券購入金額が対象 

〈次回の 5 月 22 日号ではジパング倶楽部につい
て掲載予定〉　

問都市住宅課（春日庁舎内）☎ 74‐2364　　

　塩素は、水道水を消毒するために注入します。殺
菌効果があり、人体に影響はありません。正式には

「次亜塩素酸ナトリウム」といい、「カルキ」と呼ば
れることもあります。
　水道法では各家庭の蛇口で 0.1mg/ ℓ以上の残留
塩素濃度を確保するように定められています。なお、
ＷＨＯ（世界保健機関）が定める、体重 60kg の成
人が一日２ℓの水道水を生涯飲み続けても健康に影
響が生じない塩素の濃度は５mg/ ℓです。
　市の水道水の残留塩素濃度は 0.1mg/ ℓ以上１
mg/ ℓ以下です。毎日１回以上の水質確認をして、
管理しています。
　一般にカルキ臭といわれる塩素の臭いを抑えるに
は、冷蔵庫で冷やすのが効果的です。水は 10℃～
15℃が最もおいしく感じる温度と言われています。
ぜひお試しください。　

水道コラム
水道水と塩素の関係

H P

問　水道部　工務課（柏原支所内）
☎ 72‐0605

参議院議員通常選挙

　参議院議員通常選挙とは参議院議員の半数を
選ぶための選挙です。参議院に解散はありませ
んので、任期満了（６年）により行われます。
　参議院議員は、憲法で３年ごとに半数ずつ入
れ替わるよう定められており、３年に１回、定
数の半分の議員を選びます。
　参議院議員の定数は 242 人で、うち 146 人が
選挙区選出議員、96 人が比例代表選出議員です。
半数ずつ改選するため、各通常選挙で選出され
る議員数は、選挙区選出議員 73 人、比例代表選
出議員 48 人です。
　次回の参議院議員通常選挙は平成 31 年 7 月
28 日任期満了に伴い、執行される予定です。

シリーズ「投票に行こう」
選挙の種類を知ろう

問　市選挙管理委員会（氷上庁舎総務課内）
☎ 82‐1002

H P

Vol 9

広報たんば９月号 ( 写真左 )・７月号 ( 写真右 )
　　　９月号は恐竜化石発見から 10 年を記念した特集。

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
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　はじめまして。11 月から地域おこし協力隊
員として、農業の新たな担い手育成や課題を
解決するため勉強中の土岐満です。同時に任
用された高野さんと一緒に働いています。市
の非常勤一般職員として週５日勤務し、農業
実習と事務の２つの仕事をしています。週の
３～４日は農業、週の１～２日は職員として
働く「半農半公」という仕事スタイルです。
　農業実習では、先輩の農家さんの下で色々
な農作業をしながら、必要な知識や技術を学
んでいます。初心者なので、作物や農工具の
名前や専門的な農業用語まで、覚えること、
学ぶことだらけです。また、多くの農家・農

地域おこし協力隊の活動を報告します

経歴：神戸市出身。大学卒業後、青年海
外協力隊村落開発普及員として中米パナ
マ共和国へ赴任。野菜栽培指導や識字教
育プロジェクトのサポートなどに従事。

丹 波 市

地域おこし

協 力 隊

 vol.4土
と き

岐満
みつる

さん　
農業を学び　新たな担い手となる

　
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
は
、
企
業

が
行
う
「
顧
客
が
求
め
る
商
品
な
ど

を
生
み
出
し
、
提
供
す
る
戦
略
的
な

活
動
」
な
ど
と
聞
か
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
い
か
に
顧

客
を
獲
得
す
る
か
、
黒
字
を
出
す
か
」

を
考
え
る
こ
と
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
に
置
き
換
え
る
と
「
ど
う
し

て
市
民
の
方
の
心
に
寄
り
添
う
か
」

「
ど
う
す
れ
ば
市
民
の
方
が
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
で
き
る
か
」「
ど
の
よ

う
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
“
住

み
た
い
、
帰
り
た
い
、
ト
カ
イ
ナ
カ

丹
波
市
”
を
実
現
す
る
か
」
…
。「
市

民
の
満
足
度
」
を
念
頭
に
行
動
を
す

る
こ
と
が
「
丹
波
市
ス
タ
イ
ル
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
ス
ピ
ー
ド
感
」「
実
行
力
！
」
を

信
条
に
、
民
間
企
業
の
良
い
部
分
を

学
び
、
仕
事
を
進
め
ま
す
。
市
役
所
・

公
務
員
ら
し
い
仕
事
方
法
で
は
な
く

「
一
線
を
越
え
る
」
よ
う
な
積
極
的
な

姿
勢
で
努
力
を
続
け
た
い
も
の
で
す
。

一緒にワクワク ･ ド
キドキ！シティプロ
モーション

　

２
０
１
９
年
、
新
元
号
を
制
定
す
る

動
き
も
あ
る
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
市

も
市
制
15
周
年
・
丹
波
市
豪
雨
災
害

５
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。
こ
の
年

を
「
丹
波
市
元
年
」
と
し
、
ま
ち
を
売

り
出
す
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
」
を
本
格
化
し
ま
す
。
市
に
は
多
く

の
誇
る
べ
き
伝
統
・
文
化
・
人
々
の
営

み
が
あ
り
ま
す
。
磨
き
、
フ
ル
活
用
し

て
、丹

ま
ご
こ
ろの
里
を
舞
台
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・

リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
大
々
的
に
展
開
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、

市
民
の
方
と
「
ワ
ク
ワ
ク･

ド
キ
ド
キ

感
」
を
共
有
し
た
い
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
「
市
民
満
足
度
」
を
念
頭
に
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
６
地
域
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
だ
」
と

言
わ
ず
に
、
個
性
を
認
め
合
い
ま
し
ょ

う
。
個
々
の
ま
ち
の
宝
を
真
珠
に
見
立

て
、
つ
な
ぎ
「
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
」

を
創
り
ま
し
ょ
う
。
金
子
み
す
ゞ
の
詩

の
よ
う
に
“
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん

な
い
い
”。
互
い
を
認
め
、
固
く
連
帯

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市長コラム

丹波語り

丹
波
市
長

軽自動車税
light vehicle tax　

軽
自
動
車
税
を
納
め
る
の
は
、
４
月

１
日
時
点
に
、
原
動
機
付
自
転
車
・
軽

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
を
所
有
す
る
人
で
す
。
市

外
へ
の
転
出
や
死
亡
、
売
買
な
ど
で
所

有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
３
月
上
旬

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
４

月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
を
し

て
も
、
払
い
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

車
両
を
処
分
し
て
も
、
市
役
所
な
ど

で
廃
車
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
軽
自
動

車
税
が
か
か
り
ま
す
。
廃
車
日
・
名
義

変
更
日
は
、
陸
運
局
な
ど
で
の
手
続
完

了
日
で
す
。
手
続
代
行
業
者
な
ど
を
利

用
す
る
場
合
に
は
、
依
頼
日
か
ら
手
続

完
了
ま
で
に
数
日
か
か
り
ま
す
。

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き

◆
市
役
所
で
手
続
き
す
る
も
の

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
）

廃
車
、
名
義
変
更
な
ど
の
手
続

き
は
お
早
め
に
！

軽
自
動
車
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

問 

税
務
課
（
氷
上
庁
舎
内
）
☎
82
‐
２
０
７
０

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
の

新
規
受
付
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
24
日

ま
で
で
す
。
現
在
減
免
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
３
月
中
に
継
続
用
の
減
免
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
減
免
の
届
出
内
容
に
変

更
が
な
い
場
合
は
、必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
度
途
中
に
名
義
変
更
・
買
い

か
え
を
し
た
場
合
は
、
新
た
に
申
請
が
必

要
で
す
。
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

税金は誰にかかる？かからない？

手 続 き 完 了 日 ３/31 ４/1 ４/2 ４/3 ４/4

４/1 以 前 に 廃 車

4/2 以 降 に 廃 車

4/2 に C か ら
D に 名 義 変 更

➡

課税日

か か る

か か ら な い

B

廃 車

廃 車

C 名 義 変 更 D
C にかかるが D
にはかからない

4/1 廃 車 手 続
き完了ならか
かりません！

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
な
ど

を
所
有
す
る
人
が
納
め
る
税
金
で
す
。
転
出
や
死
亡
、
売
買
な
ど
で
所
有

者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
３
月
上
旬
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
金
の
減
免
な
ど
も
併
せ
て
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
・
そ

の
他
特
殊
作
業
用
）

■
手
続
場
所
／
税
務
課
・
各
支
所

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
廃
車
の
場
合
／
①
印
鑑
※
所
有
者
の

も
の
②
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
③
登
録
票

●
名
義
変
更
の
場
合
／ 

①
印
鑑
※
新
・

旧
所
有
者
の
も
の
②
登
録
票
③
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
※
番
号
変
更
さ
れ
る
場
合

◆
市
役
所
以
外
で
手
続
き
す
る
も
の

３
輪
・
４
輪
の
軽
自
動
車

■
手
続
場
所
／
軽
自
動
車
検
査
協
会
兵

庫
事
務
所　

神
戸
市
東
灘
区
御
影
本
町

１
‐
５
‐
５
※
５
月
６
日
住
所
変
更

☎
０
５
０-

３
８
１
６-

１
８
４
７

２
輪
の
小
型
自
動
車
、
軽
２
輪
（
１
２
５

ｃ
ｃ
を
超
え
る
も
の
）

■
手
続
場
所
／
神
戸
運
輸
監
理
部
兵
庫

陸
運
部　

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
浜
町
３
４

‐
２

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
６
６

車
検
を
受
け
る
に
は
車
検
用

の
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す

　

車
検
用
納
税
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、

５
月
30
日
で
す
。
車
検
代
行
業
者
に
依

頼
す
る
場
合
は
、
有
効
期
限
ま
で
に
車

検
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
現
金
納
付
の
場
合
／
過
去
に
未
納
が

な
い
方
は
、
納
付
書
に
付
い
て
い
る
車

検
用
納
税
証
明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
の
場
合 

／
市
役
所
・
各
支

所
窓
口
で
車
検
用
納
税
証
明
書
（
無
料
）

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
※
口
座
振
替

後
、
約
１
週
間
程
度
は
収
納
確
認
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
振
り
替
え

済
み
の
通
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

軽自動車税の納税は納め忘れの
ない口座振替がおすすめです！
お取引先の金融機関などで通帳・
印鑑をお持ちのうえ、手続きを
お願いします。

Ｑ＆Ａ　便利な支払い方は？

業団体と交流し、色々な農業のスタイルや
経営方法、地域の特性など学んでいます。
１つ１つ知識を自分のものにしながら、３
年後の自立に向かって頑張っています。

　将来は、農家として
定 住 を 希 望 す る 人 に、
市の魅力や情報、就農
までのリアルな経験な
どを発信したいと考え
ています。

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
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お
知
ら
せ

問環境整備課（丹波市クリーンセンター）☎ 78‐9999

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日（
水
）か
ら
７
日（
火
）

ま
で
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火

災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
消
防
本
部
・
消
防
団
で
は
、

こ
の
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ

て
事
業
所
査
察
、
防
火
巡
回
パ

レ
ー
ド
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
全
国
統
一
防
火
標
語
／
「
消

し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時

そ
の
場
所
で
」

　　

予
防
課
（
消
防
本
部
内
）
☎

72
‐
２
２
５
５

家
畜
の
届
出
に
つ
い
て

牛
や
鶏
な
ど
を
１
頭
（
羽
）
で

も
飼
養
し
て
い
る
人
は
、
年
１

回
、
飼
養
状
況
を
届
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

愛
玩
目
的
の
飼
養
も
含
み
ま
す
。

■
対
象
動
物

① 

家
畜
／
牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・

め
ん
羊
・
や
ぎ
・
豚
・
い
の
し
し

② 

家
き
ん
／
鶏
・
あ
ひ
る
・
う

ず
ら
・
き
じ
・
だ
ち
ょ
う
・
ほ

ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥

■
届
出
期
限
／
①
を
飼
養
し
て

い
る
人
は
４
月
15
日(

土)

ま

で
に
②
を
飼
養
し
て
い
る
人
は

6
月
15
日(

木)

ま
で
に
朝
来

家
畜
保
健
衛
生
所
に
報
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

農
業
振
興
課
（
春
日
庁
舎
内
）

☎
88
‐
５
０
２
８

ま
ご
こ
ろ
市
長
室
開
催

市
長
が
市
政
に
関
す
る
意
見
を

お
聴
き
し
ま
す
。
氏
名
・
内
容

は
公
表
し
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
28
日
（
火
）
午

後
１
時
～
（
一
人
30
分
）

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
応
接
室

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

■
定
員
／
６
人
※
先
着
順

募
集

■
申
込
方
法
／
市
役
所
・
各
支

所
に
設
置
の
申
込
用
紙
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間
／
３
月
１
日
（
水
）

～
10
日
（
金
）
午
後
５
時

　
　

総
合
政
策
課
（
氷
上
庁
舎

内
）
☎
82
‐
０
９
１
６

平
成
29
年
度
丹
波
市
臨
時

職
員
登
録
制
度
の
ご
案
内

臨
時
職
員
の
雇
用
が
必
要
な
場

合
「
臨
時
職
員
登
録
申
請
書
」

を
提
出
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
候

補
者
を
選
び
、
臨
時
職
員
を
採

用
し
ま
す
。
書
類
・
面
接
で
選

考
を
行
い
ま
す
。

■
登
録
職
種
／
事
務
補
助
員

施
設
管
理
員
、
自
動
車
運
転
員

環
境
整
備
員
、
保
育
士
、
放
課

後
児
童
・
預
か
り
保
育
指
導
員
・

小
中
学
校
幼
稚
園
介
助
員
な
ど

■
任
用
期
間
／
任
用
期
間
は
職

種
に
よ
り
様
々
。
最
長
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

■
申
請
期
間
／
随
時
。
１
年
を

通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
請
方
法
／
市
役
所
・
各
支

所
に
備
え
付
け
の
臨
時
職
員
登

録
申
請
書
を
職
員
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

ミ
ニ
企
画
展　

上
山
家
文
書

に
み
る
幕
末
維
新
の
丹
波

江
戸
時
代
、
氷
上
郡
大
新
屋
村
・

鴨
野
村（
柏
原
地
域
）稲
継
村（
氷

上
地
域
）
を
所
領
し
た
旗
本
佐

野
氏
の
代
官
を
務
め
た
上
山
家

に
伝
わ
る
文
書
を
展
示
し
ま
す
。

◇
ミ
ニ
企
画
展

■
と
き
／
２
月
28
日
（
火
）
～

３
月
20
日
（
月
・
祝
）
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分　

■
と
こ
ろ
／
柏
原
歴
史
民
俗
資

料
館

■
入
館
料
／
２
０
０
円　

◇
記
念
講
演

■
と
き
／
３
月
４
日
（
土
）
午

後
1
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
／
た
ん
ば
黎
明
館

■
テ
ー
マ
／
上
山
家
文
書
に
み

る
幕
末
維
新
の
丹
波

■
と
こ
ろ
／
ゆ
め
タ
ウ
ン
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
ホ
ー
ル

■
内
容
／
閉
講
式
・
講
演
会
：

講
演
＆
落
語
「
笑
う
顔
に
は
福

が
来
る
！
」

■
講
師
／
三
遊
亭
楽
団
治
さ
ん

　

市
民
活
動
課
（
氷
上
住
民
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐
０
４
０
９

柏
原
高
校
公
開
講
座
「
よ

う
こ
そ
先
輩
！
」

柏
原
高
校
卒
業
生
を
講
師
に
迎

え
、
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◇
第
４
回

■
と
き
／
３
月
17
日
（
金
）
午

前
11
時
45
分
～
午
後
０
時
45
分

■
と
こ
ろ
／
柏
原
高
校
北
体
育
館

■
演
題
／
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て

■
講
師
／
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
「
深
層

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
キ
ャ
ス
タ
ー　

近

藤
和
行
さ
ん

◇
第
５
回

■
と
き
／
３
月
21
日
（
火
）
午

前
11
時
45
分
～
午
後
０
時
45
分

■
と
こ
ろ
／
柏
原
高
校
柏
陵
会
館

■
演
題
／
美
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
の

歌
声
を
ピ
ア
ノ
に
の
せ
て

■
講
師
／
声
楽
家
：
大
槻
朱
里

さ
ん

　

県
立
柏
原
高
校
☎
72
‐

１
１
６
６

美と鑑賞の憩いの場

美術館通信
３月 25日（土）～５月 21日（日）

安野光雅展
－旅と空想の画家－

問植野記念美術館　☎ 82-5945
氷上町西中 615‐４●開館時間／午前 10 時～午後５時（入
館は午後４時 30 分まで）●休館日／月曜（祝日の場合
は翌平日）●観覧料／ 800 円ほか（ココロンカード利用
可、20 人以上団体割引）

　ヨーロッパ周遊を素材にした紀行作品で知
られた画家で、絵本作家でもある安野光雅の
展覧会です。
　多彩かつ多岐にわたる創作活動の中から、絵
本と旅のスケッチに注目し、個性的な水彩画で
表現された作品を紹介します。
◆開会式・ギャラリートーク
■とき／３月 25 日（土）午後１時 30 分～
■講師／安野光雅美術館　學藝專門員　廣石
修さん
■参加費／無料※別途観覧料が必要　

情  報  ひ  ろ  ば
nfomation  box!

　
　

職
員
課
（
氷
上
庁
舎
内
）

☎
82
‐
０
７
２
２

定
住
促
進
住
宅
入
居
者
募
集

空
き
家
を
利
用
し
、
移
住
定
住
希

望
者
に
貸
し
出
す
「
定
住
促
進
住

宅
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
入
居
資
格
／
入
居
者
お
よ
び

同
居
者
の
年
齢
が
50
歳
未
満
。
た

だ
し
、
市
内
の
雇
用
促
進
住
宅
入

居
者
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

■
募
集
住
宅
／
応
相
寺
定
住
促

進
住
宅
（
青
垣
町
中
佐
治
）
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
▼
中
山
定
住
促
進

住
宅
（
春
日
町
中
山
）
４
Ｄ
Ｋ

１
戸
▼
白
毫
寺
定
住
促
進
住
宅

（
市
島
町
白
毫
寺
）
７
Ｄ
Ｋ
１

戸
と
別
棟
３
Ｋ
１
戸

■
家
賃
／
１
戸
あ
た
り
５
万
円

■
入
居
期
間
／
１
年
以
上
10
年

以
内

■
入
居
時
期
／
４
月
以
降

■
申
込
受
付
／
２
月
20
日
（
月
）

～
３
月
10
日
（
金
）

　
　

住
ま
い
づ
く
り
課
（
春
日

庁
舎
内
）
☎
88
‐
５
０
３
９

丹
波
市
消
防
団
員
を
募
集

消
防
団
は
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た

■
講
師
／
神
戸
大
学
大
学
院
人

文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
：
前

田
結
城
さ
ん

　

文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
）

☎
70
‐
０
８
１
９

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
映
画
会

◇
パ
ー
ト
１

■
と
き
／
３
月
５
日
（
日
）

■
作
品
名
／
「
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス

タ
ー
ズ
」

◇
パ
ー
ト
２

■
と
き
／
３
月
20
日
（
月
・
祝
）

■
作
品
名
／
「
ア
ン
グ
リ
ー
バ

ー
ド
」

◇
共
通
事
項

■
と
こ
ろ
／
春
日
文
化
ホ
ー
ル

■
開
演
／
午
後
２
時

■
定
員
／
５
０
０
人

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
春

日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
74
‐

１
０
５
０

丹
波
市
高
齢
者
学
級
合
同

講
演
会
と
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
シ

ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
閉
講
式

■
と
き
／
３
月
10
日
（
金
）
第

1
部
閉
講
式
／
午
後
１
時
15
分
～

第
2
部
講
演
会
／
午
後
１
時
30

分
～
３
時

め
、
勇
敢
か
つ
献
身
的
に
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
入
団
資
格
は
、

18
歳
以
上
で
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
。
男
性
は
地
元
の
消
防
団
、

女
性
は
丹
波
市
全
域
で
活
動
す

る
女
性
消
防
分
団
に
配
属
に
な

り
ま
す
。
消
防
団
に
入
団
を
希

望
す
る
方
、
関
心
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

く
ら
し
の
安
全
課
（
氷
上

庁
舎
内
）
☎
82
‐
０
２
５
０

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

■
募
集
団
地
・
戸
数

○
公
営
住
宅
…
玉
巻
テ
ラ
ス

（
山
南
町
玉
巻
）
３
Ｄ
Ｋ
１
戸

▼
松
ヶ
端
団
地
（
山
南
町
玉
巻
）

３
Ｄ
Ｋ
１
戸
▼
新
郷
団
地
（
氷

上
町
新
郷
）
３
Ｄ
Ｋ
２
戸
▼
小

山
団
地
（
青
垣
町
沢
野
）
３
Ｋ

１
戸
▼
ウ
リ
ウ
ト
団
地
（
青
垣

町
沢
野
）
３
Ｄ
Ｋ
１
戸
▼
青
垣

新
町
団
地
（
青
垣
町
佐
治
）
３

Ｄ
Ｋ
１
戸
▼
柊
団
地
（
市
島
町

喜
多
）
３
Ｄ
Ｋ
３
戸
▼
牛
河
内

団
地
（
春
日
町
牛
河
内
）
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
１
戸

○
特
公
賃
…
の
こ
の
団
地
（
春

日
町
野
上
野
）
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸

▼
挙
田
団
地
（
柏
原
町
挙
田
）

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

「
防
火
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞
」

吉
見
小
学
校　

４
年
生　

南み
な
み
や
ま山

泰た

い

ら良
さ
ん

「しぜんのくに (1977 年 5 月）」
Ⓒ空想工房　
安野光雅美術館提供

３月 12日（日）まで開催

常岡幹彦展　－彩
いろどり

と玄
く ろ

のあいだ－

■
申
込
期
間
／
３
月
１
日
（
水
）

～
15
日
（
水
）

■
申
込
窓
口
／
都
市
住
宅
課

各
支
所

■
入
居
予
定
時
期
／
４
月
下
旬

　
　

都
市
住
宅
課
（
春
日
庁
舎

内
）
☎
74
‐
２
３
６
４

申
問

問

問

申
問

申
問

申
問

申
問

問問

問問

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
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年
n e n

金
k i n

年金のお問い合わせはそれぞれの専用ダイヤルへ

●次回の出張年金相談（完全予約制）
とき・ところ：３月１日（水）氷上保健センター
予約期間：２月 22 日（水）まで
定員：20 人
予約先：西宮年金事務所☎ 0798‐33‐2944

◆一般的な国民年金の加入に関すること
ねんきん加入者ダイヤル☎ 0570‐003‐004
IP 電話・PHS からは☎ 03‐6630‐2525
■時間 / 月～金　午前８時 30 分～午後７時　
第２土曜日　午前９時～午後５時

　　年金証書や年金手帳など基礎年金番号の分
かるものを用意して問い合わせてください。

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

■
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
方
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

■
定
員
／
各
10
人
（
先
着
順
）

申
込
者
が
３
人
以
上
の
場
合
に

開
催
。
※
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン

グ
の
み
定
員
４
人
。

○
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

■
と
き
／
８
日
（
水
）
午
後
１

時
～

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
持
ち
物
／
透
明
な
ガ
ラ
ス
製

品
、
好
き
な
シ
ル
エ
ッ
ト
の
図
案

○
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ

■
と
き
／
15
日
（
水
）
午
後
１

時
～

■
参
加
費
／
５
０
０
円

○
紙
す
き

■
と
き
／
22
日
（
水
）
午
後
１

時
～

■
持
ち
物
／
牛
乳
パ
ッ
ク
１
箱

３
月
の
体
験
教
室

丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
78
‐
９
９
９
９

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

の
里 

☎  

88
‐
０
８
８
８

  　

88
‐
０
８
８
７

 

丹
波
布
伝
承
館

☎  

80
‐
５
１
０
０

       

80
‐
５
１
０
１

問国保・医療課（氷上保健センター内）☎ 82‐6690

丹
波
布
伝
承
館
10
期
生
基

礎
コ
ー
ス
創
作
展

長
期
伝
習
生
（
基
礎
コ
ー
ス
）

10
期
生
に
よ
る
創
作
展
で
す
。

着
尺
、
帯
な
ど
の
反
物
か
ら
小

物
ま
で
１
年
間
の
集
大
成
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

■
と
き
／
10
日
（
金
）
～
20
日

（
月
・
祝
）
午
前
10
時
～
午
後
５

時
※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

♪
青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
87
‐
１
９
１
９

※
会
場
は
青
垣
住
民
セ
ン
タ
ー

３
日(

金
）
の
び
の
び
カ
フ
ェ

午
前
10
時
～
11
時
30
分
▼
10
日

（
金
）
親
子
教
室
閉
講
式　

午

前
10
時
～
11
時
30
分
▼
14
日

(

火
）
マ
マ
相
談
会　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
▼
15
日

(

水)

み
ん
な
集
ま
れ
！
グ
ル
ー

プ
交
流
会　

午
前
10
時
～
11
時

30
分

♪
春
日
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
74
‐
３
０
４
０

３
日
（
金
）
食
育
講
座　

午
前

10
時
～
正
午
▼
10
日
（
金
）
ひ

ま
わ
り
サ
ロ
ン
ｄ
ｅ
お
は
な
し

な
あ
に　

午
前
10
時
～
11
時
▼

15
日
（
水
）
あ
っ
た
か
交
流
会 

午
前
10
時
～
正
午
▼
16
日(

木)
コ
ア
ラ
の
会　

午
前
10
時
～
11

時
30
分

♪
山
南
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
６
０

９
日
（
木
）
ひ
よ
こ
ク
ラ
ス
お

お
き
く
な
っ
た
会　

午
前
10
時

～
正
午
※
ち
ー
た
ん
ル
ー
ム
▼

16
日
（
木
）
親
子
ふ
れ
あ
い
教

室
た
の
し
か
っ
た
会　

午
前
10

時
～
午
後
１
時
※
や
ま
な
み
ホ

ー
ル

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

♪
柏
原
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
72
‐
４
７
４
７

４
日(

土)

お
ひ
さ
ま
の
お
は

な
し
会　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
▼
10
日
（
金
）
み
ん
な
に
あ

り
が
と
う
～
つ
な
ご
う
♪
と
も

だ
ち
の
和
～　

午
前
10
時
～
11

時
30
分 

※
柏
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

♪
氷
上
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
82
‐
１
０
０
１
（
代
）

14
日(

火)

み
ん
な
と
も
だ
ち  

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

文
学
講
座

■
と
き
／
３
月
18
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館

■
テ
ー
マ
／
ト
ル
ス
ト
イ
「
戦

争
と
平
和
」

■
講
師
／
足
立
幸
信
さ
ん

■
定
員
／
50
人

お
は
な
し
会

幼
＝
幼
児　

小
＝
小
学
生　

小
低
・

高
＝
小
学
生
低
学
年
・
高
学
年

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

11
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

幼
▼
14
日
（
火
）
午
前
10
時
30

分　

幼
▼
18
日
（
土
）
午
前
11

時　

小
▼
25
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分　

幼

柏
原
図
書
館
☎
72
‐
０
３
１
３

18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

幼
～
小
低
※
柏
原
住
民
セ
ン
タ

ー
２
階
和
室

青
垣
図
書
館
☎
87
‐
１
１
１
１

11
日
（
土
）
午
前
11
時　

幼
～

小
低

早
春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
観
察
会

芽
吹
き
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
樹
々

の
営
み
を
学
び
ま
す
。

■
と
き
／
11
日(

土
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時

■
持
ち
物
／
雨
具
、
飲
み
物

つ
る
植
物
作
品
展

つ
る
で
作
ら
れ
た
工
芸
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
／
12
日
（
日
）
ま
で

♪
市
島
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
85
‐
３
０
３
０
（
代
）

※
会
場
は
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

３
日
（
金
）
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

お
い
し
く
食
べ
よ
う
幼
児
食

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

▼
15
日

（
水
）
わ
か
ば
教
室
閉
講
式

午
前
10
時
～
11
時
30
分

春
日
図
書
館
☎
74
‐
１
６
１
１

18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

幼
～
小
低
※
春
日
住
民
セ
ン
タ

ー
２
階
視
聴
覚
室

山
南
図
書
館
☎
77
‐
０
３
３
６

11
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

幼
～
小
低
▼
17
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分　

幼
▼
25
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分　

幼
～
小
低
※

山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

市
島
図
書
館
☎
85
‐
２
７
３
３

18
日
（
土
）
午
前
11
時　

幼
▼

25
日
（
土
）
午
前
11
時　

幼
～

小
低

図
書
館

３
月
の
子
育
て
関

連
情
報

◆年金の請求・源泉徴収票の再発行・その他
一般的な相談
ねんきんダイヤル☎ 0570‐05‐1165
IP 電話・PHS からは☎ 03‐6700‐1165
■時間 / 月～金　午前８時 30 分～午後５時
15 分　第２土曜日　午前 9 時 30 分～午後 4 時
※月曜日は午後 7 時まで受付

◆ねんきん定期便、ねんきんネット専用ダイヤル
☎ 0570‐058‐555
IP 電話・PHS からは　☎ 03‐6700‐1144
■時間 / 月～金　午前 9 時～午後 7 時　
第２土曜日　午前９時～午後５時

Ｆ
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しろやま児童館閉館のお知らせ

　しろやま児童館は、３月 31 日をもって
閉館します。長い間、たくさんの子どもたち、
保護者のみなさんにご利用いただき、あり
がとうございました。こうがやま児童館は
引き続き利用可能です。ご利用ください。

童児     館

４日（土）作ってあそぼう 9:30（小学生）
６日
18 日
23 日

（月）
（土）
（木）

トトロ
英語であそぼう
リズムえいご

10:30
9:30

10:30

（乳幼児）
（小学生）
（乳幼児）

こうがやま児童館  　☎ 82‐8620

しろやま児童館 　 ☎ 82‐0843

４日（土）絵画教室 9:30（小学生）
13 日（月）トトロ 10:30（乳幼児）
18 日（土）お茶席 9:30（小中高生）
27 日（月）ほのぼの相談 10:00（乳幼児）

●
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午

後
5
時

●
休
館
日
／
火
曜
日
※
祝
日
の

場
合
は
翌
平
日

注 

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
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お
知
ら
せ

賃
貸
住
宅
を
借
り
る
と
き

は
内
容
を
よ
く
確
認
！

　

入
学
や
就
職
な
ど
で
、
春
は
引

越
し
や
賃
貸
住
宅
の
契
約
を
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
賃
貸
住

宅
契
約
で
は
、
毎
月
支
払
う
家

賃
や
共
益
費
の
ほ
か
に
、
敷
金
・

礼
金
な
ど
の
様
々
な
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
入
居
後
に
「
こ
ん

な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
と
思

わ
な
い
よ
う
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
１
／
物
件
の
検
討
中
に
、

と
り
あ
え
ず
「
申
込
書
」
を
書

く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
２
／
入
居
前
に
物
件
の
状

況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
傷
な

ど
が
あ
れ
ば
原
状
写
真
を
撮
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
３
／
重
要
事
項
の
説
明
は
必

ず
受
け
、契
約
書
の
「
特
約
条
項
」

の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

丹
波
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー  

（
く
ら
し
の
安
全
課
内
）
☎
82
‐

０
９
９
６

想
像
力
で
相
手
を
思
い
や
る

　

興
味
関
心
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
雨
を
例
に
と
っ
て
み
て
も
、

「
さ
み
し
い
」「
嫌
だ
」「
う
れ

し
い
」
な
ど
と
感
じ
方
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。

　

時
に
は
、
な
ぜ
そ
う
感
じ
た

の
だ
ろ
う
と
想
像
し
て
み
ま
し

ょ
う
。「
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
ず
残
念
な
の
で
は
」「
作
物

が
育
っ
て
う
れ
し
い
の
で
は
」

な
ど
、
相
手
の
気
持
ち
を
想
像

す
る
こ
と
で
、
か
け
る
言
葉
や

行
動
は
変
わ
り
ま
す
。
相
手
を

思
い
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
人

権
尊
重
の
基
本
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

日
々
の
何
気
な
い
出
来
事
や

身
近
な
人
の
様
子
に
、
ち
ょ
っ

と
想
像
力
を
働
か
せ
、
思
い
や

る
。
そ
ん
な
生
き
方
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷

上
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐

０
２
４
２

人権啓発コ
ー

ナ
ー

じ
ん
け
ん    

と
び
ら

の

ふ
く
ら
は
ぎ
を
動
か
し
血
液

の
め
ぐ
り
を
改
善

　

心
臓
が
血
液
を
体
に
押
し
出

す
よ
う
に
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋

肉
は
血
液
を
心
臓
へ
送
り
返
す

「
第
２
の
心
臓
」
と
し
て
の
働
き

が
あ
り
ま
す
。

　

脚
が
む
く
ん
だ
り
、
疲
れ
や

す
い
方
は
、
力
を
抜
き
ふ
く
ら

は
ぎ
を
触
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

硬
い
と
老
廃
物
が
溜
ま
っ
て
、

十
分
な
働
き
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
足
首
か
ら
膝
に
向
か
っ
て

よ
く
揉
み
ほ
ぐ
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
く
習
慣
の
な
い
方
は
、
足
踏

み
や
つ
ま
先
を
引
き
上
げ
る
な

ど
意
識
し
て
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋

肉
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

血
液
の
め
ぐ
り
が
良
く
な
り
、

毎
日
を
も
っ
と
元
気
に
過
ご
せ

ま
す
よ
。　

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課  

（
春

日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
88
‐

５
０
５
７

こ
ん
に
ち
は
！

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す

問

問

種別 相談名 日・曜日 時間 場所 問い合わせ先

消
費 消費生活相談 月・火・木・金

（祝日を除く）
午前８時 30 分～
午後５時 15 分

消費生活センター
( くらしの安全課内 )

丹波市消費生活センター
☎ 82‐0996
消費者ホットライン※土日
☎ 0570‐064‐370

行
政 行政相談

１日（山住）、９日（青住）、13 日（氷）、15 日（柏住）
16 日（市農）、21 日（春住）　
時間 / 午後１時 30 分～３時 30 分

総務課
☎ 82‐1002

人
権

特設人権相談所 13 日（山住）、16 日（青住）、21 日（市農）
時間 / 午後１時 30 分～４時

柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176

常設相談所 水 ( 祝日除く ) 午前９時～午後
４時

神戸地方法務局柏
原支局

柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176

総合生活相談
( 隣保館相談 )

電話 平日 午前９時～午後
５時 来館相談も可能 氷上文化センター ☎ 82‐1064

七日市会館☎ 74‐2310
※電話相談は氷上文化センター
のみ出張 13 日（山住）、16 日（青住）、21 日（市農）

時間 / 午後１時 30 分～４時

法
律

行政書士による
無料相談会 ４日 午後１時 30 分～

４時 柏住 県行政書士会摂丹支部 ( 荒木 )
☎ 72‐4696

無料登記法律相談 16 日 午後１時 30 分～
４時 柏住

吉竹登記測量事務所☎ 72‐4388
※共催　県司法書士会たんば支
部・県土地家屋調査士会但馬支部

不動産無料相談 ２日 午後１時～４時 丹 波 市 商 工 会 柏 原
支所

県宅地建物取引業協会三田・丹波
支部☎ 079‐563‐2169

安
全

市民生活の安全・安心
確保のための指導相談

月・火・木・金 午 前 ９ 時 ～ 午 後
５時

氷 総務課☎ 82‐1002
月・火・水・金 春 春日支所☎ 74‐0221

福
祉

認知症介護者相談日 ３日 午前 10 時～正午 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368

高齢者権利擁護相談日 ９日 午前 10 時～正午 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368

高齢者こころの医療相
談日～もの忘れ相談～ 28 日 午後２時～４時 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368

知的障がい者相談 ８日※前日正午
までに要予約

午後１時 30 分～
３時 30 分 春・１階相談室２ 障がい福祉課☎ 74‐0222

こころの健康相談
（障がい福祉）

23 日※前日正午
までに要予約

午後１時 30 分～
３時 30 分 春・１階相談室２ 障がい福祉課☎ 74‐0222

身体障がい者相談 ８日午前９時～ 11 時　市支
９日午後１時 30 分～３時 30 分　山南福祉センター 障がい福祉課☎ 74‐0222

健
康 健康相談

１日（山住）、２日（柏支）、７日（市支）、９日（春住）、
14 日（青住）、16 日（氷保）※「減塩相談」同時開催
受付時間 / 午前９時 30 分～ 11 時（予約優先）

健康課☎ 82‐4567

医
療

丹波市夜間健康相談ホ
ットライン

年中無休
午後７時～午前０時 電話相談 ☎ 0120‐737‐180

　地域医療課☎ 82‐4611

小児救急医療相談
年中無休　午後５時 30 分～翌午前
８時／土日祝年末年始　午前８時
～翌午前８時

電話相談 ☎ 72‐4396
　地域医療課☎ 82‐4611

夜間おくすり相談 平日の午後９時～ 11 時 電話相談
☎ 080‐1432‐8132（ 丹 波 市 薬
剤師会）
　地域医療課☎ 82‐4611

問

問

３ 相月 の 談
氷住＝氷上住民センター、柏住＝柏原住民センター、山住＝山南
住民センター、青住＝青垣住民センター、市農＝市島農村環境改
善センター、春住＝春日住民センター、氷保＝氷上保健センター、
氷＝市役所　春＝春日庁舎、柏支＝柏原支所、市支＝市島支所、
丹健＝丹波健康福祉事務所

問

「丹波市平日夜間応急診療室」と「休日応急診療所」３月の当番医（敬称略）

網 か け の ㊡ 印
は 休 日 診 療 所
で 受 診 し て く
ださい。

丹波市平日夜間応急診療室〔柏原日赤〕 休日応急診療所
診療時間 / 午前９時～正午
　　　　    午後１時～５時 
※来院前に☎ 72‐2480 へ

電話してください。

診療時間 / 午後８時～ 10 時　
※来院前に☎ 72‐0555 へ電話してください。
※平日昼間はかかりつけ医で受診して下さい。

月 火 水 木 金 土 日

１ 中川泰洋 ２ 柏原日赤医師 ３ 岩崎良一 ５ 大森康宏
（内　科） （外　科） （外　科）

６ 田中庸生 ７ 細見成一 ８ 長澤　進 ９ 柏原日赤医師 10 宮崎直之 11 12 中川泰洋
（外　科） （婦人科） （内　科） （外　科） （内　科）

13 三浦博幸 14 上山知己 15 和久晋三 16 柏原日赤医師 17 上田明徳 18 19 里　博文
（内　科） （内　科） （内　科） （外　科） （皮膚科）

20 前田啓志 21 久保田孝則 22 里　博文 23 柏原日赤医師 24 野上壽二 25 26 吉積宗範
（整形外科） （内　科） （皮膚科） （内　科） （内　科）

27 田中　潔 28 赤松義樹 29 平島　顕 30 柏原日赤医師 31 中澤　敏
（内　科） （内　科） （整形外科） （内　科）

㊡

㊡

㊡

※当番医は変更にな
ることがあります。診
察は応急的なもので
す。症状が悪くなる
場合などは、後日か
かりつけ医を受診し
ましょう。医療機関
のお問い合わせは消
防本部（☎ 72‐2255）
まで。

㊡

㊡

問

問

問

４

市
長
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ラ
ム
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二
月
二
八
日
か
ら
三
月
二
〇
日
に
か

け
て
、
柏
原
歴
史
民
俗
資
料
館
で
ミ
ニ

企
画
展
「
上う
え
や
ま山
家け

文も
ん
じ
ょ書
に
み
る
幕
末
維

新
の
丹
波
」
が
開
か
れ
ま
す
。
企
画
展

に
先
が
け
、
上う
え
や
ま山
治じ
ろ
う
う
え
も
ん

郎
右
衛
門
の
史
料

（
柏
原
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
上
山
家

文
書
「
文
ぶ
ん
き
ゅ
う久
四よ
ん

子ね
ど
し年
大お
お
さ
か坂
船ふ
な

手て

御お
や
く
し
ょ

役
所

并な
ら
び
に

諸し
ょ
や
く役
向む
き

書し
ょ
じ
ょ
う状
下し
た
あ
ん
ひ
か
え

案
控
」）
を
読
ん

で
い
き
ま
す
。
上
山
治
郎
右
衛
門
は
、

江
戸
時
代
、氷
上
郡
大お
お
に
や

新
屋
・
鴨か
も
の野
（
柏

原
地
域
）・
稲い
な
つ
ぎ継
（
氷
上
地
域
）
の
三
ヵ

村
に
お
け
る
行
財
政
の
責
任
者
的
な

役
職
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
幕
末
期
に

当
該
地
域
で
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
と

そ
れ
へ
の
対
処
の
仕
方
を
、
探
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
一
二
月
七

日
、
大
新
屋
村
庄し
ょ
う
や屋
嘉か
し
ち七
の
も
と
へ
同

村
三さ
ん
ぼ
う
じ

宝
寺
に
仮
住
ま
い
し
て
い
た
僧

Ｃ
と
、
犯
罪
の
取
調
べ
や
捕
縛
な
ど
の

職
を
務
め
て
い
た
Ｋ
が
来
訪
し
、「
先

年
、
三
ヵ
村
（
大
新
屋
・
鴨
野
・
稲
継
）

が
勅ち
ょ
く
し使
村
（
市
島
地
域
）
の
Ｍ
か
ら

借
金
を
し
た
際
に
、
仲
介
を
し
て
や
っ

た
こ
と
へ
の
手
数
料
を
受
け
取
り
に

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

非
常
勤
講
師　

前
田
結
城

き
た
」
と
、
話
を
も
ち
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
嘉
七
と
大
新
屋
村
百ひ
ゃ
く
し
ょ
う姓

惣そ
う
だ
い代
孫ま
ご
く
ろ
う

九
郎
は
「
今
は
年ね
ん
ぐ貢
の
勘か
ん
じ
ょ
う定
を

し
て
い
る
最
中
で
忙
し
い
」
と
し
て
、

Ｃ
と
Ｋ
を
相
手
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

翌
一
二
月
八
日
、
Ｃ
と
Ｋ
は
京
都

の
本ほ
ん
こ
う
い
ん

光
院
と
い
う
寺
院
か
ら
「
岡お
か
む
ら村

式し
き
ぶ
だ
い

部
代
正
し
ょ
う

三さ
ん

位み

黒く
ろ
だ田
治じ

ぶ部
卿き
ょ
う」（
以
下

黒
田
と
略
記
）
を
と
も
な
い
再
訪
し
、

庄
屋
・
百
姓
惣
代
よ
り
も
さ
ら
に
上
位

の
職
の
上
山
治
郎
右
衛
門
と
の
直じ
か
だ
ん
ぱ
ん

談
判

を
迫
っ
た
の
で
す
。
上
山
も
、
当
初
は

彼
ら
を
相
手
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
度
重
な
る
面
会
要
求
に
折
れ
、
上

山
対
Ｃ
・
Ｋ
・
黒
田
の
三
者
の
論
戦
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
両
者
の
主
張
の
要
点
を
確
認
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　　

文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
）
☎
70
‐

０
８
１
９

歴史探訪

　おすすめ図書

『町の未来をこの手でつくる』　
紫波町オガールプロジェクト
猪谷千香 / 著　幻冬舎 [2016.9]

『ごめんなさい』がいっぱい
くすのきしげのり / 作、鈴木永子 / 絵
PHP 研究所 [2016.9]

高齢化・過疎化・財政難に直面す
る岩手県紫波町は、今や県内第２
位の地価上昇率を記録し、駅前エ
リアには年間 90 万人以上が訪れ
る。補助金や大手企業に頼らない、
公民連携によるまちづくりとは。

失敗すると、すぐに「ごめんなさ
い」を言うようになったふうちゃ
ん。お父さんもお母さんも、ふう
ちゃんを眼科に連れて行くまで目
が悪いことに気づかず…。
心あたたまる絵本。

一般書 児童書

シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
86

村
の
利
害
代
表
者
と
し
て
の

上
山
治
郎
右
衛
門
（
上
）

①水菜はよく洗い、４㎝長さに切る。
たっぷりの熱湯で、歯ごたえが残る
くらいに茹でて、水気を切る。
②切干大根はもみ洗いし、15 分水
に浸けて戻す。水気を絞って食べ
やすく切る。
③Ａをよく混ぜ、①と②を入れて
和える。

旬の野菜をもっと食べよう
≪プラスワンディッシュ！！　１日 350g ≫

“たんば”食育クッキング

  

＊
材
料
（
４
人
分
）

水菜 １束（200g）
切干大根 40g
＊Ａ
　濃口しょうゆ 大さじ１
　酢 小さじ２
　すり白ごま 大さじ１
　練りからし 小さじ 1/2

＊
つ
く
り
方
＊

１人分 : エネルギー 57kcal・塩分 0.8g

水菜と切干大根のごま辛子和え

　切干大根には食物繊維が多く含ま

れ、便秘予防にも効果があります。

戻し過ぎず、歯ごたえを残してお

きます。水菜を加えて、噛みごた

えをアップ！

栄養士からの一言

申   

　ベストリーダー情報（1 月１日～ 1 月 31 日）

順位 本の名前 作　者
１ あおなり道場始末 葉室　麟
１ コンビニ人間 村田沙耶香
３ 大雪物語 藤田宜永
３ 九十歳。何がめでたい 佐藤愛子
３ 継続捜査ゼミ 今野　敏

順位 本の名前 作　者
１ 14 ひきのさむいふゆ いわむらかずお / さく
２ もったいないばあさん 真珠まりこ / 作・絵
３ うみの 100 かいだてのいえ いわいとしお / 作
３ 14 ひきのもちつき いわむらかずお / さく
３ だるまちゃんとうさぎちゃん 加古里子 / さく・え

一般書 児童書

×印は全館休館
□印は中央・山南・市島
のみ休館

３月
日  月  火  水  木  金  土    

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

×

×
×

図書館カレンダー

睡眠中のこむら返りを予防するには

　「睡眠中に足がつります。どうしたらいいで
すか」という相談を受けます。今回は、このよ
うなこむら返りを予防する方法を紹介します。
　こむら返りは、足のふくらはぎなどの筋肉の
収縮、けいれんによって起こります。血行不良、
筋肉の疲労、運動不足、体内の水分やミネラル
不足で発生しやすくなります。
　手足のしびれや、むくみ、歩行障害が伴う場
合は糖尿病、腎疾患、脳梗塞など重篤な病気が
疑われる場合があります。早めに医療機関を受
診してください。

■こむら返りを予防する方法
・お風呂につかるなど、体を温める。
・寝る前にふくらはぎをマッサージする。
・適度な運動とこまめに水分・ミネラルを補給
する。不足しがちなミネラルは、カルシウム・
カリウム。カルシウムは乳製品、小松菜、大豆
など、カリウムは緑黄色野菜、果物に多く含ま
れる。
　

がんを防ぐために健康的な生活習慣を身
につけましょう

　最近のがん研究で、危険性を高める原因が明
らかになってきました。多くは、たばこや飲酒・
食事などの生活習慣にかかわるものです。がん
にならないためには、健康的な生活習慣を身に
つけることが大切です。

■「がんを防ぐための新 12 ヶ条」公益財団法人
がん研究振興財団制定
①たばこは吸わない
②他人のたばこの煙をできるだけ避ける
③お酒はほどほどに
④バランスのとれた食生活
⑤塩辛い食品は控えめに
⑥野菜や果物不足にならない
⑦適度に運動
⑧適切な体重維持
⑨ウイルスや細菌の感染予防と治療
⑩定期的ながん検診を
⑪身体の異常に気が付いたら、すぐに受診を
⑫正しいがん情報でがんを知る

健康生活
healthy life

図書館
library 問中央図書館 ☎ 82‐7100問健康課（氷上保健センター内）☎ 82‐4567

×

□

「
文
久
四
子
年
大
坂
船
手
御
役
所

并
諸
役
向
書
状
下
案
控
」
の
表
紙

問

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
長
コ
ラ
ム

ほ

か

ま

ち

か

ど

と

ぴ

っ

く

す

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

図

書

館

健
康
生
活

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

狂
犬
病
予
防

集

合

注

射

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

子

育

て

関

連

情

報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

特
集
：
新
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス



１月届出順（敬称略）戸籍のまど

21　　 ２017.2 たんば 2017.2 たんば　　　20

はぴたん
Happy Tamba

丹波の“幸せさん”を紹介

平成 27 年２月１日　竹内慶
け い た

多さん

平成 27 年２月９日　水野瑚
こ は る

悠さん

ちーたんと一緒に！

平成 29 年１月 14 日　余田鈴
す ず な

奈さん（右）お姉さんと一緒に！

平成 27 年２月 11 日　杉本怜
と き ね

嶺さん（中央）

お兄さん、お姉さんと一緒に！

平成 29 年１月 12 日　道本楓
かえで

さんお兄さんと一緒に！

平成 28 年 12 月 26 日　森谷薫
かおる

さん（右）

お兄さんと一緒に！

誕生日
平成 20 年２月 21 日　横谷英

は な え

恵さん（左）兄妹、愛犬と一緒に！

誕生日

誕生日

誕生日

出生

　「はぴたん‐Happy Tamba‐」では、生まれた子、
新婚夫婦、誕生日を迎える子を紹介します。
　市の公式ラインで毎月 20 日頃に掲載者になれ
るクーポンを配信しています。

出生

出生

お悔やみ申し上げます
氏　名 　年齢   住　 所 

荻野　叶
かなと

翔　翔
しょうた

太　山南町梶

亀井　煌
あきと

翔　善
よしゆき

行　柏原町柏原

森谷　 薫
かおる

　幸
こうすけ

輔　柏原町柏原

安達ゆずな　政
まさお

雄　市島町喜多

高橋　実
み こ

瑚　正
まさみつ

充　山南町和田

井寄　恵
けいた

太　智
ともゆき

之　柏原町石戸

大嶋　善
ぜんと

叶　英
えいじ

治　山南町和田

廣岡　花
かのん

音　数
かずま

馬　氷上町沼

太田　侑
ゆうと

斗　辰
たつや

弥　氷上町西中

善積　紗
さゆき

雪　 崇
たかし

　春日町黒井

高橋　友
ともき

貴　信
のぶたか

貴　春日町鹿場

細見宗
そうたろう

大朗　直
なおき

希　柏原町田路

山本　愛
あ き

稀　健
けんた

太　氷上町石生

山本　悠
ゆづき

月　謙
けんたろう

太郎　氷上町西中

安達こころ　 龍
りょう

　柏原町北山

小田　恋
こはる

暖　悠
ゆうき

貴　氷上町新郷

德田　大
だいち

知　睦
ともゆき

幸　柏原町母坪

岸田　琉
る き

希　健
つよし

志　市島町勅使

小森　煌
こうだい

大　祐
ゆうき

輝　山南町長野

森谷　斗
とうま

真　亜
あ み

美　柏原町柏原

道本　 楓
かえで

豪
たけし

　氷上町三原

吉田　 叶
かなえ

　忠
ただし

司　市島町下竹田

畑田　結
ゆ あ

煌　匡
まさき

軌　氷上町常楽

上田　結
ゆいと

斗　 崇
たかし

　市島町与戸

お誕生おめでとうございます
赤ちゃん　保護者　住　所

余田　鈴
すずな

奈　大
たいき

輝　市島町上鴨阪

植山　蒼
そうすけ

介　竜
りゅうじ

二　山南町小新屋

荻野　叶
とうま

麻　泰
やすひろ

弘　市島町勅使

杉本　逢
あいと

糸　寛
かんた

太　市島町喜多

齋藤　吉
よしな

那　 光
ひかる

　春日町下三井庄

藤本仁
じんたろう

太朗　敦
あつし

史　柏原町挙田

藤原　紬
つむぎ

希　啓
けいすけ

介　氷上町黒田

森口　晴
はるゆき

雪　紘
ひろき

樹　氷上町下新庄

伊藤　大
たいが

虎　真
しんご

吾　市島町喜多

中野　希
のぞみ

志　 瞬
しゅん

　柏原町柏原

伏原里
り い な

衣菜　章
しょうご

悟　市島町上田

山口　千
ゆきと

翔　竜
たつや

也　氷上町三方

河村　錬
れんと

人　洋
ひろあき

明　柏原町柏原

柴田　英
えいすけ

祐　賢
けんじ

二　春日町園部

安達結
ゆ き の

希乃　貴
たかひさ

久　市島町戸坂

藤田　航
こうき

輝　貴
たかゆき

之　柏原町柏原

見田　樹
いつき

紀　晋
しんすけ

介　氷上町香良

足立　悠
ゆづき

月　光
みつひで

英　氷上町上成松

川﨑　そよ　敬
けいじ

二　市島町下竹田

田中　康
やすちか

睦　裕
ひろゆき

之　青垣町大名草

細見　良
よしお

男　67歳　氷上町鴨内

多田小
さ な え

奈江　82歳　春日町多田

前田みさゑ　93歳　山南町畑内

吉田てるゑ　92歳　柏原町大新屋

篠崎喜
き み こ

美子　76歳　氷上町新郷

山本よしみ　86歳　柏原町下小倉

浅葉　敏
としかず

一　74歳　山南町谷川

大槻美
み よ こ

代子　69歳　春日町中山

藤谷　 潔
きよし

　81歳　氷上町日比宇

和田美
み さ こ

佐子　98歳　山南町金屋

東　　貞
さだこ

子　86歳　春日町朝日

勝野　綾
あやこ

子　86歳　春日町池尾

芦田末
すえたろう

太郎　91歳　氷上町成松

足立喜
き み こ

美子　81歳　青垣町口塩久

柿原あきの　94歳　春日町中山

三島ナツヨ　98歳　春日町黒井

夘野　清
きよこ

子　93歳　氷上町本郷

辻　サツ子　81歳　青垣町大稗

足立　武
たけお

雄　93歳　市島町白毫寺

井町　輝
てるお

男　91歳　山南町金屋

三﨑　久
ひさよし

吉　96歳　氷上町谷村

吉田喜
き よ こ

代子　90歳　市島町酒梨

足立　ひさ　98歳　山南町坂尻

足立　佳
よしこ

子　85歳　青垣町大名草

梅津　秀
ひでお

夫　88歳　氷上町小野

大西三
み よ こ

代子　82歳　山南町谷川

谷山　雪
ゆきえ

枝　94歳　柏原町柏原

足立　常
つねお

雄　86歳　青垣町大名草

久下　重
しげお

男　90歳　市島町上竹田

酒井　和
かずこ

子　95歳　氷上町石生

大前　皓
こういち

一　72歳　氷上町谷村

塩見　美
み か

香　53歳　市島町喜多

石田あさみ　95歳　市島町与戸

吉住　計
けいじ

二　88歳　春日町柚津

青木　正
まさえ

枝　94歳　氷上町絹山

蘆田　敦
あつこ

子　82歳　青垣町佐治

里　まきの　96歳　氷上町石生

竹安　 博
ひろし

　75歳　柏原町大新屋

安井　 誠
まこと

　84歳　柏原町柏原

北山　正
まさみ

美　84歳　春日町野上野

十倉美
み ち こ

智子　92歳　氷上町上成松

芦田　 治
おさむ

　90歳　氷上町鴨内

小林　清
きよし

司　66歳　氷上町成松

細見千
ち え こ

枝子　92歳　春日町国領

堀　　慎
しんご

吾　48歳　青垣町中佐治

松下　康
こういち

一　85歳　柏原町南多田

足立榮
えいはちろう

八郎　90歳　青垣町大名草

植山あさの　97歳　山南町小新屋

荻野　 武
たけし

　85歳　氷上町賀茂

垂水　智
ちどう

道　87歳　市島町上鴨阪

近藤　 潔
きよし

　87歳　春日町東中

村岡みや子　92歳　山南町太田

吉田はる子　90歳　山南町小畑

足立　忠
ただし

司　81歳　氷上町小谷

荒川　正
しょういち

一　82歳　山南町北和田

足立ツネ子　83歳　青垣町山垣

青木いよ子　97歳　市島町中竹田

谷名みちよ　80歳　氷上町上新庄

矢掛　誠
せいいち

一　83歳　氷上町石生

荻野　成
しげこ

子　91歳　氷上町成松

世帯数と人口
総人口　６６，０６２人 　（△３２）　
 　男　　３１，６５５人　 　　（４）
 　女　　３４，４０７人 　（△４２）　
 世帯数　２５，４４７世帯 　（△６）
＊平成 29 年１月末現在・（　）内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

市内交通事故発生状況　
死　　者 ０人  　　（△１）
傷　　者 ２２人  　　　（３）
人身事故 １８件  　　　（４）
物損事故 　  ２１５件　　　　（１９）   
＊平成 29 年１月末現在・   （　）内は前年同月比

今月の税
固定資産税（４期）/ ２月 28 日（火）まで
国民健康保険税（９期）/ ２ 月 28 日（火）まで
問 税務課（氷上庁舎内）☎ 82‐2003

次回の献血
３月１日（水）春日住民センター
＊午前 10 時～午後４時
３月９日（木）市島農業農村改善センター
＊午前 10 時～正午
３月 14 日（火）青垣住民センター
＊午前 10 時～午後０時 15 分
３月 24 日（金）和田地域づくりセンター
＊午前 11 時 30 分～午後４時
問 健康課 （氷上保健センター内）☎ 82‐4567

次回の休日開庁日
（市役所氷上庁舎市民環境課のみ開庁）

２ 月 25 日（土）午前９時～正午
３ 月 25 日（土）午前９時～正午
＊休日開庁日（毎月第４土曜日）の取扱業務

・住民票、戸籍謄（抄）本
・印鑑登録、印鑑登録証明書
・住民票、戸籍に関する諸証明書
問市民環境課（氷上庁舎内）☎ 82‐2002

H P
「広報たんば」は、市のホームページ
（http://www.city.tamba.hyogo.jp/）でも

ご覧いただけます。

掲・示・板
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すくっぴと
どかちま

すくっぴと

青垣小学校の新たな門出に

校旗・校歌の額を寄贈

　２月１日・７日、青垣小学校に中兵庫信用金庫
から校旗、丹波ひかみ農業協同組合から校歌の額
が寄贈されました。4 月から開校する青垣小学校
のシンボルが地元企業から贈られました。
　中兵庫信用金庫の足立厚郎理事長は「地元があ
っての企業。地元にできることは精一杯したいと
いう職員の総意が形になって良かった」と、丹波
ひかみ農業協同組合の荻野友喜代表理事組合長は

「青垣小学校の開校に協力できる素晴らしい機会
を頂いた。新しい校歌とともに学校の発展を祈っ
ている」と話しました。
　校旗、校歌の額を受け取った小田教育長は「立
派なものをいただき大変感謝している。保護者や
地域のみなさんに統合してよかったといわれる学
校を目指す」と誓いました。
　青垣地域市立小学校統合準備委員会の足立仁委
員長は「地域の誇りになるような寄贈品に感激し
ている。子どもたちが新たなシンボルの下で心を
ひとつに学べるように準備を整えたい」と感謝を
伝えました。 体育館と玄関に飾られる校歌の額を贈る荻野友喜代表理事

組合長 ( 写真右 ) と小田教育長

バレーボール教室を開催

ＮＥＣロケッツの元日本代表
選手らが熱血コーチ！

　１月 28 日、ＮＥＣのバレーボールチームＮＥ
Ｃロケッツの元日本代表選手らが市内愛好家向け
バレーボール教室の講師を務めました。市内の小
学生バレーボールチームに所属する小学１年生か
ら６年生まで約 100 人が参加し、指導を受けま
した。
　参加した子どもたちは「普段しないような練
習の仕方に驚いた。コツを具体的に教えてもらえ
て、うまくなった」と確かな手ごたえを感じてい
ました。
　前日には、バレーボール教室の講師を務めた、
竹内実さん・白垣里紗さん・八幡美樹さんの３人
が市長を訪問。３人は「100 人を超える小学生が
参加すると聞きとても嬉しい」と教室を楽しみに
していました。
　谷口市長は、「若手研修も含めてこうした交流
が増えていくのはとても嬉しい。今後も続けてい
けるようにしたい」と伝えました。

谷口市長にサインボールを贈る講師たち

①実演を交えた講師の指導を真剣に聞く子どもたち

雪景色の丹波へようこそ

９人の留学生が来丹

　１月 27 日、オーストラリアのオークリーサウ
ス小学校 ( メルボルン ) から東小学校に留学中の
9 人の児童が市役所を訪問しました。両校は、平
成 26 年から交流を続けています。
　留学生たちは、雪の残る景色に「初めて雪が降
る光景を見て感動した。地域の方々みんなで温か
く迎えてもらえて嬉しい。」と話してくれました。

迫力ある音をホールに響かせる和太鼓演奏可愛いとお気に入りのちーたんも児童と一緒に記念撮影

15 周年記念

和太鼓フェスタ開催！　

　１月 22 日、ライフピアいちじまで第 15 打！
和太鼓フェスタ「響刻」が開催されました。15
周年記念のフェスタに市内外から６チームが参
加。真剣勝負の緊張感漂う演奏が披露されました。
　お客さんが太鼓を叩いてから入場する 「一打入
場！」や３尺大太鼓のスペシャルステージも開催。
ホールに迫力のある大太鼓の音が響きました。

足立厚郎理事長 ( 写真右 ) から校旗を受け取る小田教育長

市で活躍する人から学ぶ

ＮＥＣ若手職員が研修を実施

　１月 26 日から 27 日の２日間、日本電気㈱関
西支社 ( ＮＥＣ ) の若手社員 15 人が研修を行い
ました。市で活躍する人と交流し、キャリアや地
域貢献について学ぶものです。
　地域おこし協力隊の中川ミミさんは、前職も含
めた自身の働き方を紹介。参加者は、これまでの
仕事を見つめ直し、働き方を真剣に考えました。

地域おこし協力隊になったきっかけを話す中川ミミさん

あなたの声が直接届く

まごころ市長室　初開催

　１月 30 日、市役所応接室で市民の方から市長
が直接意見を受け取る、まごころ市長室を開催し
ました。
　市長との意見交換を終えた後藤まみさんは「緊
張したが、きちんと伝えられたと思う。問題につ
いて、真剣に考えてもらえて良かった」とほっと
した表情で答えてくれました。

ゆっくりと丁寧に意見を伝える後藤まみさん
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有
機
農
産
物
を
給
食
に
提
供

　

全
幼
小
中
学
校
、
氷
上
特
別
支
援
学
校

で
有
機
農
産
物
を
使
用
し
た
給
食
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
献
立
は
黒
豆
ご
飯
、
お
で

ん
、
白
菜
の
か
つ
お
和
え
、
牛
乳
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
。
丹
波
市
有
機
の
里
づ
く
り
推
進

協
議
会
を
中
心
と
し
た
「
丹
波
市
産
有
機

食
材
を
使
用
し
た
学
校
給
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
で
、
有
機
農
業
を
学
ぶ
出
前

授
業
も
行
い
ま
し
た
。
協
議
会
は
７
種
類

の
食
材
を
提
供
。
7
校
・
９
回
の
授
業
の

講
師
も
努
め
ま
し
た
。

五
感
を
使
っ
て
学
ぶ

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
子
ど
も
た
ち

に
有
機
農
業
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
ま
し
た
。農
産
物
を
味
わ
っ
て
欲
し
い
。

生
産
者
か
ら
農
業
に
つ
い
て
聞
い
て
、
学

ん
で
欲
し
い
。
五
感
全
て
で
学
べ
る
よ
う

に
、
食
材
提
供
と
出
前
授
業
を
セ
ッ
ト
に

し
ま
し
た
。
授
業
内
容
は
難
し
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味
を
も

っ
て
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
土
作
り
に
家

畜
の
フ
ン
や
貝
が
ら
な
ど
を
使
う
有
機
農

業
は
、
自
然
の
循
環
に
な
じ
み
環
境
に
優

し
い
農
業
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
色
々
な

質
問
も
出
て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

環
境
に
優
し
い
農
業

　

有
機
農
業
は
、
化
学
肥
料
や
農
薬
、
遺

伝
子
組
み
換
え
技
術
を
使
わ
な
い
な
ど

キ
ラ
ッ
と
光
る
丹
波
市
の
「
人
・
も
の
・
こ
と
」
の
え
え
な
ぁ
を
紹
介
し
ま
す
。

- 地域の魅力発信 -

ええなぁ 
TAMBA

　１月 26 日・27 日に全幼小中学校・氷
上特別支援学校で、有機農産物を使用
した給食が実施されました。丹波市有
機の里づくり推進協議会は、米・黒大
豆・大根・にんじん・じゃがいも・白菜・
ほうれん草を提供し、出前授業も実施。
　丹波市有機の里づくり推進協議会会
長の小

こ ば し

橋季
す え と し

敏さん ( 写真左 ) と副会長の
神
か み か わ

川健
け ん た

太さん(同右)に話を聞きました。

法
律
で
生
産
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、自
然
に
あ
る
も
の
を
生
か
す
、

環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り
減
ら
し

た
方
法
の
農
業
で
す
。

　

た
だ
し
、
有
機
農
業
の
害
虫
駆
除
の
主

流
は
「
テ
デ
ト
ー
ル(

手
で
取
る)

」。
病

気
な
ど
で
作
物
が
全
滅
す
る
リ
ス
ク
も

抱
え
て
い
ま
す
。
野
菜
が
元
気
に
育
ち
、

虫
が
つ
い
て
い
な
い
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

協
議
会
で
は
、
栽
培
方
法
に
つ
い
て
勉

強
を
重
ね
、
技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

食
材
に
つ
い
て
一
定
以
上
の
量
と
質
を

問
わ
れ
る
給
食
。
大
雪
を
乗
り
越
え
、

食
材
を
提
供
で
き
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

有
機
農
業
を
め
ざ
す
人
を
応
援

　
協
議
会
は
有
機
農
業
を
し
た
い
と
思

う
人
を
増
や
し
て
、
応
援
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
先
人
が
築
い
て
き
た
有

機
の
里
の
技
術
と
自
負
を
受
け
継
ぐ
人

を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。
授
業
を
受
け

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
挑
戦
し
て
く
れ

る
子
が
い
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
「
将
来
の
夢
は
農
家
」
と
言
っ
て
く

れ
る
よ
う
な
農
業
を
確
立
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
環
境
に
優
し
く
持
続
可
能

な
方
法
で
農
業
を
続
け
、
子
ど
も
た
ち

に
豊
か
な
農
地
と
確
か
な
技
術
を
残
し

た
い
で
す
。

有機農産物を提供

キーワードは「環」

有
機
農
産
物
を
学
校
給
食
に
提
供

丹
波
市
有
機
の
里
づ
く
り
推
進
協
議
会

- 地域の魅力発信 -ええなぁ TAMBA
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